
　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」の
製
造・販
売
を
企

画
、す
で
に
10
件
を
超
え
る
銘

柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。一
般

社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。一

般
財
団
法
人
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
い
す
み
」代
表
。

筆
者
活
動
の

 
柱
に
な
っ
て
い
る
詩
人

　
筆
者
は
下
段
欄
に
あ
る
よ
う
に
山
形

県
、
詳
し
く
は
鶴
岡
市
関
根
と
い
う
山

里
に
生
ま
れ
た
。
藤
沢
周
平
が
教
師
を

し
て
い
た
湯
田
川
と
い
う
温
泉
地
よ
り

さ
ら
に
山
奥
の
田
川
と
い
う
地
区
で
あ

る
。
さ
ら
に
山
に
入
る
と
日
本
海
側
の

温
海
と
い
う
温
泉
地
に
至
る
。
藤
沢
周

も
茨
木
の
り
子
を
取
り
上
げ
た
。
22
年

11
月
６
日
に
は
「
日
本
語
を
味
わ
う
―

茨
木
の
り
子
の
詩
作
を
題
材
と
し
て
」

を
、
11
月
17
日
に
は
「
防
災
食
を
味
わ

う
―
『
茨
木
の
り
子
の
献
立
帖
』
の
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
」
を
開
催
し
た
。
ま
た
、

り
上
げ
た
。

　
そ
の
コ
ラ
ム
で
筆
者
は
、『
倚
り
か

か
ら
ず
』『
自
分
の
感
受
性
く
ら
い
』『
わ

た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
』
の

詩
を
引
用
し
、〝
…
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
選

択
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
、
未
来
に
悔

い
を
残
し
て
は
な
ら
な
い
。
…
〟、〝
…

前
例
主
義
や
従
来
方
式
に
固
執
せ
ず
、

真
に
持
続
可
能
な
方
法
を
、
未
来
を
先

取
り
す
る
こ
と
を
、
自
身
の
感
受
性
や

考
え
で
選
択
す
べ
し
…
〟
と
書
い
た
。

の
会
」
に
は
後
援
を
得
て
行
っ
た
。

　
翌
年
20
年
10
月
９
日
に
は
、
東
京
都

渋
谷
区
の
東
京
ウ
イ
メ
ン
ズ
ホ
ー
ル

で
、「
コ
ロ
ナ
禍
浄
化
を
求
め
て
／
茨

木
の
り
子
―
２
０
２
０
秋
／
怒
る
と
き

と
許
す
と
き
」
を
企
画
催
行
し
た
。
男

女
平
等
参
画
・
男
女
共
同
社
会
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
開
催
。
21
年
12
月

22
日
に
は
東
京
都
港
区
の
日
仏
文
化
協

会
汐
留
ホ
ー
ル
に
て
「
茨
木
の
り
子

い
が
あ
り
、
氏
の
「
エ
コ
エ

テ
ィ
カ
」
の
概
念
に
は
強
く

影
響
を
受
け
、
今
日
に
至
っ

入
し
た
図
録
の
領
収
書

に
は
、「
２
０
１
４
／
５

／
１
６
（
金
）
１
６:

５
６
」と
あ
る
。
こ
れ
が
、

恒
例
と
な
る

　
　
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
茨
木
の
り
子
の
詩
作
の
紹
介
は
、
19

年
か
ら
は
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

行
っ
て
い
る
。
初
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
19

年
11
月
９
日
に
東
京
都
江
戸
川
区
の
タ

ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
で
、「『
倚
り
か
か
ら

ず
』
―
茨
木
の
り
子
の
詩
か
ら
知
る
平

和
の
大
切
さ
と
友
好
の
き
ず
な
―
」
と

し
て
主
催
し
た
。
こ
の
年
が
、
学
童
疎

開
か
ら
75
周
年
で
、
当
時
、
江
戸
川
区

の
児
童
が
鶴
岡
市
に
学
童
疎
開
し
た
こ

22
年
11
月
23
日
に
は
東
京
都
千
代
田
区

の
日
比
谷
文
化
図
書
館
で
「
茨
木
の
り

子
２
０
２
２
秋
／
対
話
」
を
企
画
開
催

し
た
。
23
年
度
も
継
続
し
て
茨
木
の
り

子
の
作
品
を
、
朗
読
の
ほ
か
音
曲
を
交

え
て
開
催
し
、
そ
の
詩
情
を
社
会
に
伝

え
た
い
。

　
な
お
、
鶴
岡
市
や
酒
田
市
を
地
域
と

す
る
「
荘
内
日
報
」
に
は
関
連
の
行
事

に
お
い
て
名
義
後
援
を
得
て
、
開
催
予

告
記
事
な
ど
と
し
て
地
元
に
伝
え
て
頂

い
て
い
る
。

平
は
鶴
岡
生
ま
れ
の
作
家
で
あ
る
が
、

古
く
は
高
山
樗
牛
、
そ
の
後
に
丸
谷
才

一
や
渡
部
昇
一
な
ど
、
著
名
な
作
家
も

い
る
。
ま
た
、
哲
学
者
の
今
道
友
信

（
氏
）
は
鶴
岡
の
生
ま
れ
で
は
な
い
が
、

旧
制
中
学
の
時
代
に
暮
ら
し
た
こ
と
が

哲
学
の
道
に
進
む
こ
と
を
方
向
づ
け
て

い
る
。
筆
者
は
同
氏
と
は
特
別
の
出
会

て
い
る
。
こ
の
10
年
間
、
鶴
岡
と
の
関

わ
り
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
は
、
詩
人

の
茨
木
の
り
子
で
あ
る
。実
は
、〝
紹
介
〟

と
い
う
範
囲
を
超
え
、
筆
者
の
活
動
の

柱
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
過
言
で
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
「
地
元

力
発
見
！
」は
茨
木
の
り
子
と
し
た
い
。

　
い
ま
か
ら
10
年
前
の
３
月
17
日
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」で
、

茨
木
の
り
子
と
鶴
岡
の
関
係
を
知
っ

た
。
鶴
岡
の
産
婦
人
科
の
三
浦
医
院
が

夫
の
生
家
で
、
加
茂
水
族
館
が
あ
る
加

茂
の
浄
禅
寺
が
三
浦
家
の
菩
提
寺
の
こ

と
な
ど
。
こ
の
話
題
を
鶴
岡
の
実
家
の

兄
に
電
話
す
る
と
、
浄
禅
寺
に
行
き
住

あ
る
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
聞
」
に
コ
ラ

ム
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
』
を
連
載
す
る

こ
と
に
な
り
、
初
回
（
15
年
１
月
26
日

発
行
）
に
「
茨
木
の
り
子
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」を
寄
稿
し
た
。連
載
コ
ラ
ム
の
テ
ー

マ
は
「
い
ろ
は
順
」
に
書
く
と
決
め
て

い
た
の
で
、
茨
木
の
り
子
を
初
回
に
取

職
と
も
会
い
墓
所
の
写
真
も
撮

り
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
っ
て
く
れ
た
。

２
０
２
１
冬
／

歳
月
」
と
し
て

企
画
開
催
。
年

末
＆
ク
リ
ス
マ

ス
の
時
期
で
あ

り
楽
し
ん
で
頂

け
た
よ
う
で
あ

る
。

　
昨
年
は
、
長

野
県
軽
井
沢
で

茨
木
の
り
子
の
詩
作
と
筆

者
の
出
会
い
と
な
っ
た
。

　
翌
年
か
ら
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
業
界
紙
で

　
そ
の
後
、
筆
者
自
身
も
加
茂

に
行
き
住
職
の
西
方
信
夫
さ
ん

と
面
談
し
た
。
世
田
谷
文
学
館

で
茨
木
の
り
子
展
（
２
０
１
４

年
４
月
19
日
～
６
月
29
日
）
が

あ
る
こ
と
を
教
え
て
頂
い
た
。

そ
の
展
示
会
に
出
か
け
て
購

と
に
ち
な
み
企
画
催
行
し
た
。

鶴
岡
を
本
拠
地
と
し
て
活
動
し

て
い
る
「
茨
木
の
り
子　
六
月

茨
木
の
り
子
の
イ
ラ
ス
ト
（
山
本
誠
・
画
）

鶴
岡
と
茨
木
の
り
子

「
荘
内
日
報
」
に
よ
る
地
元
へ
の
案
内
記
事


